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 改めて朝の挨拶をしましょう。桜っ子の皆さん、おはようございます。 

 

そして、年が明けて８日経ちましたが、今年初めての顔合わせですので、 

改めて新年の挨拶をしましょう。桜っ子の皆さん、「明けまして おめでとうございます。」 

今年もよろしくお願いします。 

 

 ２０２５年 令和７年が、始まりました。今年は「みどし」ですね。 

「ね、うし、とら、う・・」と続く十二支の中で６番目の生き物である「み＝蛇」 

その見た目や毒をもっている種類のものもいることなどから、 

「苦手意識」がある人も多い「へび」ですが、 

古くからさまざまな言い伝えがあるなど、縁起の良い生き物とされています。 

 

そして、へびは「脱皮」を繰り返して成長していく生き物であり、 

その様子から「新しい自分になる」という意味もあるようです。 

 

 桜っ子にとっても、蛇が脱皮するかのように、文字通り「一皮むけて」 

たくましく成長する、そんな１年になるといいなと願っています。 

 

 新しい年を迎えて、皆さん一人一人、何か目標を立てたことと思います。 

先ほど、２年生の              さんが、 

３学期に「あいさつ、朝マラソン、勉強、そうじ」を特に頑張りたい、と 

素晴らしい発表をしてくれましたね。 

皆さんも、一人一人が立てた自分の目標に向かって、一生懸命頑張ってください。 

目標達成に向けて頑張る皆さんを、今年も先生たちは全力で応援していきます。 

 

さて、３学期がスタートしました。６年生の皆さんは， 

卒業まで、あと登校する日は、今日を入れてちょうど５０日です。 

３学期は、本当にあっという間です。残り少ない小学校生活を大いに楽しむとともに， 

かっこいい先輩として，桜っ子みんなの「憧れ」となるとともに、 

「５０周年の特別な卒業生」として、胸を張ってこの桜川小を巣立っていけるよう、 

１日１日を大切に、生活していきましょう。 

 

１年生から５年生の皆さんも、春には１つずつ学年が上がります。 

この３学期は、その準備のための大切な学期です。 

１日１日を大切に、笑顔いっぱいに頑張っていきましょう。 

 



３学期の始まりにあたって、皆さんに改めて大切にしてほしいことをひとつだけ話します。 

それは、「感謝する」ということです。 

 

ここで校長先生自身の年末年始のことを少し話しますが、 

私は、終業式があった１２月２４日の次の日、クリスマスだった２５日に熱を出しました。 

しかも、この１０年以上も出したことのない、４０度近い高熱です。 

翌日検査をしましたが、インフルエンザではありませんでした。 

高熱は数日で下がりましたが、その後も大みそかぐらいまで微熱とひどい咳が続き、 

あまり長い間具合がよくならないので、「もうこのまま元の体調に戻らないのでは」と 

思ったぐらいです。 

幸い、年が明けて、お正月、３が日を過ぎる頃には少しずつよくなり、 

今はだいぶ元気になりましたが、 

改めて「健康の大切さ」と、健康でいられることへの「感謝」の気持ちを持ちました。 

 

以前にも話したことがありますが、今回の私の「健康」のように、 

「当たり前のように持っている」ものを失った時に初めて、 

人間はその「大切さ」を知り、そのことへの「感謝」を改めて感じます。 

 

ぜひ、皆さんには、「当たり前」を失わなくても、 

身の回りのあらゆるものに感謝できる、素敵な人であってほしいと願った年末年始でした

ので、紹介させてもらいました。 

 

それでは、桜っ子の皆さん、 

とても短い３学期ですが、あらゆるものへの「感謝」を大切にして、 

勉強にも、運動にも、遊びにも、さまざまなことにチャレンジし、 

大いに成長できる３学期にしていきましょう。 

 

お話を終わります。 

 

 

 

  


